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社会学研究室まちづくり関連文献リスト＜2004 年度＞ 

 

・青野豊作，1987，『夕張市長まちおこし奮戦記 超過疎化からの脱出作戦』PHP． 

・旭川市，1994，『旭川市駅周辺開発整備計画書 都市拠点総合整備事業調査』． 

・旭川市，1995a，『旭川市総合雪対策基本計画』． 

・旭川市，1995b，『旭川市都市拠点地区整備計画書 土地利用と都市デザインのあり方』． 

・旭川市，1996a，『旭川市緑の基本計画 水と緑と人が光り輝くまちづくり』． 

・旭川市，1996b，『地球環境時代における環境施策の基本的方向に関する調査』． 

・旭川市，1998a，『旭川農業振興地域整備計画書』． 

・旭川市，1998b，『旭川市地域新エネルギービジョン』． 

・旭川市，2001a，『旭川市自然共生アクションプラン』． 

・旭川市，2001b，『旭川市役所地球温暖化対策率先実行計画 エッコらしょ』． 

・旭川市，2001c，『旭川市都市計画マスタープラン 自然が輝き、人がにぎわう都市の形

成』． 

・旭川市，2002，『農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想』． 

・旭川市，2003，『北彩都あさひかわのあらまし 旭川駅周辺開発整備計画』． 

・旭川市，2004a，『農村滞在型余暇活動機能整備計画書』． 

・旭川市，2004b，『第 6 次旭川市総合計画 点検報告書』． 

・旭川市，2004c，『旭川市住宅マスタープラン』． 

・旭川市環境部環境課，2000，『旭川市環境基本計画』． 

・旭川市行財政改革懇談会，2003，『旭川市の新しい行財政改革 21 の提言』． 

・旭川市市民参加推進懇話会，2001，『旭川市の市民参加を推進するための提言』． 

・旭川市水道局，2004a，「水道事業･下水道事業財政計画（平成 16 年度～平成 19 年度）」． 

・旭川市水道局，2004b，『水道事業及び下水道事業財政計画策定に向けた基本的な考え方』． 

・旭川市生活交流部広聴広報課，2003，『旭川市民アンケート調査における市民意識の変遷

（平成 3～13 年度）』． 

・旭川市総合計画策定部，1997a，『第 6 次旭川市総合計画 水と緑に輝く北の拠点・旭川』． 

・旭川市総合計画策定部，1997b，『第 6 次旭川市総合計画 地域計画』． 

・旭川市都市建築部都市計画課，2001，『旭川市都市計画マスタープラン 自然が輝き、人

がにぎわう都市の形成』． 

・新井裕，2004，『里山再興と環境 NPO ―トンボ公園づくりの現場から―』信山社サイ

テック． 

・飯田清悦郎，1987，『遊楽部ワイン物語 北海道の原野に独力でワイナリーを建設した記

録』講談社文庫． 

・五十嵐広三，1970，『市民運動の証言 ドキュメント旭川』鶴書房． 
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・五十嵐広三，1974，『随筆集 北斗七星』五十嵐広三の本を出版する会． 

・帯広市，2000，『第五期帯広市総合計画』． 

・帯広市，2004，『北海道おびひろ市勢要覧』． 

・合併反対上尾市民ネットワーク／自治労連上尾市職員労働組合編，2001，『合併反対を選

択したまち 上尾の住民投票と市民の運動』自治体研究社． 

・上湧別町，2003，『北海道ふるさと新書 上湧別町 屯田兵が拓いたチューリップの里』

北海道新聞社． 

・亀地宏，2002，『まちづくりロマン』学芸出版社． 

・越川秀治，2002，『コミュニティガーデン 市民が進める緑のまちづくり』学芸出版社． 

・財界九州編集部，2000，「日本にすっかり定着したワイン」『財界九州』2001.11:121-125． 

・嶌村彰禧，1998，「ワインを北海道を代表する農産物にしたい」『日経レストラン』

255(1998.7.15):40-43． 

・自治体問題研究所編，2003，『ここに自治の灯をともして 小さくても輝く自治体フォー

ラム報告集』自治体研究社． 

・篠田久雄／下総裕輔／相原秀起，1998，『雪に輝くコメ 北海道・沼田町の挑戦』沼田町． 

・市民まちづくり計画検討会議，2004，『旭川のまちづくりに関する提言』． 

・逗子市編，2004，『市民と行政をつなぐ情報公開 アカウンタビリティへの取り組み 三

重県・ニセコ町・逗子市から』明石書店． 

・田村明，1983，『都市ヨコハマを作る 実践的まちづくり手法』中公新書． 

・日本甜菜製糖株式会社編，1999，『日本甜菜製糖 80 年史』． 

・新潟日報報道部，1997，『原発を拒んだ町 巻町の民意を追う』岩波書店． 

・農文協文化部編，1987，『地域形成の原理』農文協． 

・服部圭郎，2004，『人間都市クリチバ 環境・交通・福祉・土地利用を統合したまちづく

り』学芸出版社． 

・ピーエーシーアーバンプロジェクト，1995，『旭川駅周辺地区開発計画テーマゾーン導入

施設調査報告書』． 

・富良野市，1993，『ふらのワイン事業 20 周年記念誌』． 

・富良野市，2000-2002，『富良野ワイン事業会計決算書（各年度）』． 

・北海道ふるさと新書編集委員会編，2003a，『北海道ふるさと新書 標茶町 湿原を守り、

酪農に生きる』北海道新聞社． 

・北海道ふるさと新書編集委員会編，2003b，『北海道ふるさと新書 富良野市 もうひと

つの「北の国から」』北海道新聞社． 

・本庄睦男，1939＝1955，『石狩川』新潮文庫． 

・山田忍／北田紀久雄，2001，「市町村レベルにおける農業地域区分の規定要因 ―北海道

余市町を事例として―」『2001 年度日本農業経済学会論文集』:86-91． 

・山田定市，1999，『農と食の経済と協同 地域づくりと主体形成』日本経済評論社． 
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・吉村博，1974，『風雪有情 街づくり 18 年の歩み』新時代社． 

 

社会学ゼミであつかった文献一覧 2003-2004 

＜2003 年度＞ 

・大沼義彦，1996，「北海道における地域スポーツの検討」『北海道大学教育学部紀要』

71:197-208． 

・大沼義彦／鈴木文明／前田和司，1998，「北海道農村における手作りカヌークラブの成立

と地域社会」『北海道大学教育学部紀要』75:209-228． 

・木本喜美子，1999，「女の仕事と男の仕事」鎌田とし子／矢澤澄子／木本喜美子編，『講

座社会学 14 ジェンダー』，pp.151-178． 

・笹瀬雅史，1992，「生涯スポーツ政策と地域生涯スポーツの創造 ―北海道町村部の事例

から―」日本社会教育学会年報編集委員会編，『日本の社会教育 第 36 集 生涯学習体

系化と社会教育』，pp.97-105． 

・鶴見和子，1996，「内発的発展論の系譜」鶴見和子，『内発的発展論の展開』筑摩書房，

pp.22-32． 

・鶴見和子，1996，「アジアにおける内発的発展の多様な発現形態 タイ・日本・中国の事

例」鶴見和子，『内発的発展論の展開』筑摩書房，pp.195-210． 

・内藤辰美，2002，「社会変動と地域社会形成」木下謙治／篠原隆弘／三浦典子編，『シリ

ーズ〔社会学の現在〕2 地域社会学の現在』ミネルヴァ書房，pp.197-216． 

・松村和則，1998，「レジャー･スポーツの開発と地方文化」間場寿一編，『地方文化の社会

学』，pp.82-103． 

・光藤昇，1999，「環境問題に対する都市住民の対応」鰺坂学／高原一隆編，『地方都市の

比較研究』，pp.282-291． 

・米沢和彦，2002，「地域自治体行政と地域活性化 ―『まちづくり』『まちおこし』の系

譜と展望」木下謙治／篠原隆弘／三浦典子編，『シリーズ〔社会学の現在〕2 地域社会

学の現在』ミネルヴァ書房，pp.238-251． 

 

＜2004 年度＞ 

・篠原隆弘，2002，「地域社会とまちづくり」木下謙治／篠原隆弘／三浦典子編，『シリー

ズ〔社会学の現在〕2 地域社会学の現在』ミネルヴァ書房，pp.252-275． 

・平野隆之，1998，「佐久総合病院における地域医療と地域づくりの展望」宮本憲一／遠藤

宏一編，『地域経営と内発的発展 農村と都市の共生を求めて』農文協，pp.181-204． 

・山下潤，2003，「国土・地域計画と環境問題」生野正剛／早瀬隆司／姫野順一編，『地球

環境問題と地球環境政策』ミネルヴァ書房，pp.39-57． 

・守友裕一，1991，『内発的発展の道 まちづくりむらづくりの論理と展望』農文協． 


